


ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））とは 
老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら希望

するバランスで展開できる状態をいいます。 

  
※ 国では、平成１９年１２月に「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び「仕事 
と生活の調和推進のための行動指針」を策定し、平成２０年度をいわば「仕事と生活の調和元年」と

位置づけ、個々の取組の支援とそのネットワークの構築を推進するとともに、社会全体での取組を推

進するため、「カエル！ジャパン」というキーワードの下、集中キャンペーンを実施しています。 
 

なぜ、今ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））が

必要なの？ 

 
【働き方の二極化】 
 企業間競争の激化、経済低迷や産業構造の変化 
→ 正社員以外の労働者が大幅に増加、正社員の労働時間の高止まり 

  
【共働き世帯の増加と変わらない働き方・役割分担意識】 
 ＜かつて＞ 
  夫が働き、妻が専業主婦として家庭や地域で役割を担うという姿が一般的 
 ＜現在＞ 
  女性の社会参加等により、勤労者世帯の過半数が共働き世帯。働き方や子育て支援な
どの社会的基盤は従来のまま。職場や家庭、地域では、男女の固定的な役割分担意識が
残存。 
                   ↓ 
【仕事と生活の間で問題を抱える人の増加】 
  正社員以外の働き方の増加 → 経済的に自立できない層 
  長時間労働        → 「心身の疲労」「家族の団らんをもてない層」 
  働き方の選択肢の制約   → 仕事と家庭の両立の難しさ 
                   ↓ 

 
【少子化対策や労働力確保が社会全体の課題に】 
  結婚や子育てに関する人々の希望を実現しにくいものにし、急速な少子化の要因に 
  働き方の選択肢が限定、女性や高齢者等の多様な人材を活かすことができない 
                   ↓ 
 
 個人の生き方や人生の段階に応じて多様な働き方の選択を可能にする必要 
 働き方の見直しが、生産性の向上や競争力の強化に＝「明日への投資」 
 
 
※ 内閣府のホームページ「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランスの実現にむけ
て）」ひとつ働き方を変えてみよう！ カエル！ジャパンより 
（http://wwwa.cao.go.jp/wlb/change jpn/） 
  

 

 

 

 





 


